






Viscoelastic Behavior of Duplicating Hydrocolloids 
Analysis of Creep
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Table　2：Visvcoelastic　constants　of　Voigt　model　of　duplicating　hydrocolloid　materials
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Fig．5：Young’s　modulus　and　coefficient　of　viscosity　of　Voigt　body　l　and　2
に比べ，フォークト体におけるスプリングの寄与
が大きく，その結果，ひずみに対するフォークト
体全体の回復が速く遅延時間が短くなったと考え
られる．以上，力学模型の各要素の比較検討の結
果を総括すると，4種類の寒天印象材の中ではL
が臨床上，最も良好な粘弾性挙動を示すと考えら
れる．
結 論
　4種類め複模型用寒天印象材のクリープ曲線を
模型解析した結果，以下の結論を得た．
1）4種類の複模型用寒天印象材のクリープ曲線
はすべて6要素の力学模型の粘弾性挙動として解
析できた．
2）4種類の複模型用寒天印象材の力学模型の各
要素を比較検討した結果，弾性ひずみはGe，　Lが
最も大きく，永久ひずみはGr，　Lが最も小さいと
考えられる．また，ひずみの回復はR，Lが速く，
Ge，　Grが遅いと考えられる．
3）以上の結果を総合的に判断すると，Lが臨床
上，最も良好な粘弾性挙動を示すと考えられる．
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